
❶  �受付前の検温・体調チェック（新型コ
ロナウイルス感染防止対策）

❷ �ボランティアの受付

❸ �ニーズとのマッチング・活動前のオリ
エンテーション

❹ �活動で使用する資機材の受け渡し・活
動先への送り出し

❺ �ボランティアからの活動報告

災害VC運営・一連の流れ

岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
今
年
度
、
災
害
時
に
お
け
る
関
係
機
関
の
連
携
強
化
及
び
効

率
的
な
被
災
者
へ
の
支
援
を
目
的
と
す
る
「
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
研
修
等
支

援
事
業
」
を
岩
手
県
か
ら
受
託
し
ま
し
た
。

本
事
業
は
、
市
町
村
社
協
や
行
政
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
関
係
機
関
・
団
体

の
職
員
等
を
対
象
に
し
た
研
修
を
行
い
な
が
ら
、
市
町
村
域
で
の
平
時
か
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
、
昨
年
の
９
月
以
降
、
県
内
10
広
域
圏※

に
お
い
て
、
主
に
次
の

２
つ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

※
県
央
、
花
巻
・
遠
野
、
北
上
、
胆
江
、
一
関
、
久
慈
、
宮
古
、
釜
石
、
気
仙
、
二
戸

広
域
市
町
村
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
連
絡
会
議

発
災
時
に
地
域
の
特
性
に
応
じ
た
支
援

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
単
位
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
、「
広
域
市
町
村

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
連
絡
会
議
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
広
域
市
町
村
に
お
い
て

定
期
的
な
連
絡
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
に

よ
り
、
関
係
機
関
等
の
「
顔
の
見
え
る
関

係
」
の
構
築
を
目
指
す
も
の
で
、
昨
年
の

会
議
で
は
、
関
係
機
関
・
団
体
に
お
い
て

災
害
対
応
を
行
う
上
で
の
課
題
（
平
時
及

● �

三
者
連
携
・
協
働
に
よ
る
訓
練
と
過

去
の
災
害
支
援
の
振
返
り

令
和
２
年
12
月
13
日
、
一
関
市
及
び
平

泉
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
共
催
（
岩
手
県

及
び
い
わ
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
災
害
支
援
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
協
力
）
に
よ
り
、
一
関
市
総
合

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
研
修
訓
練
が
実
施
さ

れ
、
一
関
広
域
圏
（
一
関
市
・
平
泉
町
）

か
ら
総
勢
42
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
訓
練

は
、
行
政
、
社
協
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
民
生
委
員
、

行
政
区
長
会
、
地
域
婦
人
団
体
協
議
会
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
等
が
一
堂
に

会
し
て
「
三
者
連
携
・
協
働
」
に
よ
り
行

わ
れ
、
市
町
村
社
協
災
害
時
相
互
支
援
協

定
（
広
域
間
協
定
）
に
基
づ
く
一
関
広
域

圏
の
応
援
社
協
か
ら
の
職
員
参
加
も
あ

り
、
平
時
か
ら
の
「
顔
の
見
え
る
関
係
」

を
構
築
す
る
場
と
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
関
係
機
関
・
団
体
に
よ
る

連
携
方
法
や
、
発
災
時
の
適
切
な
支
援
等

を
確
認
し
た
後
、
台
風
に
よ
る
豪
雨
災
害

で
一
関
市
に
災
害
救
助
法
が
適
用
さ
れ
た

と
い
う
想
定
の
下
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
災
害
Ｖ
Ｃ
）
の
設
置

か
ら
運
営
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
ロ
ー
ル

プ
レ
イ
方
式
で
実
践
。
併
せ
て
、
平
成
23

年
東
日
本
大
震
災
、
平
成
28
年
台
風
第
10

号
災
害
、
令
和
元
年
台
風
第
19
号
災
害
な

ど
過
去
の
災
害
支
援
を
振
り
返
り
、
課
題

の
共
有
や
、
被
災
者
支
援
に
係
る
取
組
の

の
相
違
点
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
災
害
Ｖ
Ｃ
の
運
営
に
当
た
っ
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
防
止
対
策
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
受
付

時
の
検
温
、
手
指
消
毒
、
体
調
チ
ェ
ッ
ク

等
）
を
講
じ
な
が
ら
被
災
者
支
援
に
当
た

る
こ
と
を
加
え
て
実
施
し
ま
し
た
。

● �

情
報
共
有
会
議
の
模
擬
実
践

次
に
、
災
害
時
に
活
動
す
る
様
々
な
機

関
・
団
体
等
が
被
災
状
況
と
ニ
ー
ズ
、
支

援
状
況
を
共
有
し
、
適
切
な
支
援
を
効
率

よ
く
行
う
た
め
の
「
情
報
共
有
会
議
」
模

擬
実
践
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
を
行
い

ま
し
た
。
情
報
共
有
会
議
は
、
自
身
の
組

織
で
は
解
決
で
き
な
い
課
題
を
他
の
機

関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
解
決
で
き
る

よ
う
、
各
組
織
単
体
の
限
界
を
支
援
の
限

界
と
し
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
行
う
重

要
な
会
議
で
す
。

模
擬
実
践
で
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
（
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
）
全
国
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
支
援
団
体
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通

称JV
O

A
D

）
の
鈴す

ず

木き

淳あ
つ

子こ

氏
に
オ
ン
ラ

イ
ン
で
参
加
い
た
だ
き
、
模
擬
実
践
シ
ナ

リ
オ
の
項
目
（
共
有
さ
れ
た
情
報
）
か
ら

課
題
を
拾
い
上
げ
、
自
身
の
所
属
機
関
・

団
体
の
立
場
で
ど
う
対
応
す
る
か
、
ど
う

い
う
役
割
が
あ
る
か
、
他
の
機
関
・
団
体

に
つ
な
ぐ
か
等
の
対
応
策
を
考
え
ま
し

た
。
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
内
で
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
な
が
ら
、
被
災
家
屋
等
の

情
報
を
分
野
ご
と
に
ま
と
め
、ワ
ー
ル
ド
・

カ
フ
ェ
方
式
で
全
体
共
有
を
行
い
ま
し

た
。参

加
者
か
ら
は
、「
災
害
時
に
お
い
て
、

行
政
、
社
協
、
民
間
の
協
力
・
連
携
は
大

切
」「
自
ら
の
立
場
で
で
き
る
こ
と
、
で

き
な
い
こ
と
、
そ
の
で
き
な
い
こ
と
を
他

の
立
場
で
は
で
き
る
こ
と
、
か
な
り
勉
強

に
な
っ
た
」「
他
機
関
の
考
え
、
立
場
が

分
か
り
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
今
後
ど
う
し

て
い
け
ば
よ
い
か
を
考
え
る
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

▲

連携＝�課題（被災された方が抱える困りごと）を解
決するために協力し合う

　　　　�各組織・機関の単体の限界を支援の限界とし
ない

三者連携による情報共有会議

▲

三者＝行政・社会福祉協議会・民間組織

困りごとを解決する
　話し合いをする場＝情報共有会議

公的支援

行　政

専門性

民間組織

地域に
根付いた福祉

社会福祉
協議会

び
災
害
時
の
課
題
）
や
、
相
互
連
携
の
必

要
性
等
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
設
置
・
運
営
に
係
る

研
修
訓
練

災
害
時
に
市
町
村
社
協
が
運
営
す
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
円
滑
に
設

置
・
運
営
さ
れ
る
よ
う
、「
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
に
係
る
研

修
訓
練
」（
以
下
、研
修
訓
練
）
を
開
催
し
、

お
お
よ
そ
次
の
内
容
で
実
施
し
ま
し
た
。

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
設
置

運
営
研
修
等
支
援
事
業
を
実
施

災害時に速やかに
支援できる体制の
構築を目指して
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情報共有会議模擬実践の様子 

23 2021年１月号いわて福祉だより  パートナー


